
ファミリーマートカップ 第３６回 全日本バレーボール小学生大会 

滋賀県大会開催要項 

 

主 催  （公財）日本バレーボール協会／日本小学生バレーボール連盟／読売新聞社  

後   援  （公財）日本体育協会・日本スポーツ少年団／報知新聞社（予定） 

       滋賀県教育委員会／（公財）滋賀県体育協会・滋賀県スポーツ少年団／  

草津市／草津市教育委員会  （県市関係については申請中） 

特 別 協 賛  株式会社ファミリーマート 

協   賛  株式会社デサント 

ｵﾌｨｼｬﾙﾎﾞｰﾙ  株式会社ミカサ／株式会社モルテン 

主   管  滋賀県バレーボール協会／滋賀県小学生バレーボール連盟  

 

１．大会の主旨 

  ①教育的な配慮のもとにバレーボールを通じて全国児童の親睦と交流を図る。  

  ②バレーボールによって小学生の体力の向上とたくましい意欲の養成に努める。  

  ③低年層から正しいバレーボールの基本技とチームプレーが体得され、楽しいゲームが  

出来るように指導する。 

 

２．開催期日ならびに会場 

  ◎ブロック大会 

    各ブロック大会の要項に従う。 

  ◎県中央大会 

    第１日   ６月２５日（土） 

      会場・・・草津市総合体育館、草津市民体育館 

           ※（所在地）草津市下笠１６１番地 

    第２日   ６月２６日（日） 

      会場・・・草津市総合体育館 

           ※（所在地）草津市下笠１６１番地 

  ◎全国大会   ８月９日（火）～８月１２日（金）  東京体育館他 

           代表チーム 男子、女子、男女混合各１チーム出場 

 

３．開会式（県中央大会） 

    第１日  草津市総合体育館      午前９時 

    第２日  草津市総合体育館      午前９時（開始式） 

          ※両日とも受付は８時３０分とする） 

   ◎各チームはプラカードを持参し、選手は競技服装で全員必ず参加のこと。  

 

４．参加資格 

  ①平成２８年４月１日に１２歳未満の者で、同年５月１日現在、滋賀県内の国・公・私  

立の小学校および各種学校に在籍し、滋賀県内に在住していること。 

  ②（公財）日本バレーボール協会加盟団体登録規程にもとづき、平成２８年４月３０日 

までに、ＪＶＡ－ＭＲＳの登録を済ませていること。 

  ③男女混合の部に出場するチームは、「全日本バレーボール小学生大会男女混合の部実施

要領」に定める参加資格を満たしていること。  



５．競技規則 

  ①平成２８年度（公財）日本バレーボール協会の定める６人制競技規則による。  

   但し、別に定める小学生バレーボール競技規則を用い、２１点３セットマッチ（３セ 

ット目は１５点）、ラリーポイント制を採用する。 

  ②コートの大きさは８ｍ×１６ｍ、サービスゾーンの幅は８ｍ、フロントゾーンの幅は  

２．７ｍ、ネットの高さは男女とも２ｍとする。 

  ③男女混合の部については、「全日本バレーボール小学生大会男女混合の部実施要領」の  

定めに従うこととする。（チーム編成、コート内の男女比率） 

 

６．競技方法 

  ①男  子・・・参加申込数により競技方法を協議したうえで決定する。  

  ②女  子・・・決勝トーナメント戦を行う。３位決定戦は行わない。  

  ③男女混合・・・参加申込数により競技方法を協議したうえで決定する。  

 

７．チーム編成 

  ①ブロック大会は、監督１名、コーチ１名、マネージャー１名、選手は１２名以内と  

   する。 

  ②同一人が２チーム以上の監督を兼任することはできない。  

  ③県中央大会に出場するチームは、県中央大会参加申込書を提出すること。  

   チーム編成は、監督１名、コーチ１名、マネージャー１名、選手１２名以内とする。  

   選手については、ブロック大会と同じ１２名以内とするが、病気、怪我など特別な  

事情がない限り選手の交代はできない。但し、ブロック大会に１１名以内で出場し 

た場合は、１２名に満たない人数にのみ補充することができる。 

   （補充は既に申し込まれた同一団体内に登録されている選手に限る）  

  ④全国大会に出場するチームの編成は、監督１名、コーチ１名、マネージャー１名、  

選手１２名以内とする。なお選手については、前項②に準ずるチーム編成であること。 

  ⑤県、全国大会参加チームの監督、コーチ、マネージャーのうち１名以上は成人である  

こと。また、日本体育協会資格（指導員、上級指導員、コーチ、上級コーチ）または 

全国小学生バレーボール指導者講習会二次講習会以上の受講証明書の所持が条件と 

なり、試合中は胸にさげていなければならない。 

  ⑥ベンチスタッフは、ＪＶＡ－ＭＲＳに登録されているものに限る。  

  ⑦成人のベンチスタッフは、日常子供たちの健全育成を目指して指導に当たっていると  

   都道府県大会実行委員会が認めた者であること。体罰、暴力、暴言、セクシャルハラ 

スメント等、子どもを指導する者として不適切な行為を行った者の出場は認めない。 

 

８．使用球 

  （公財）日本バレーボール協会が公認する人工皮革軽量４号球カラーボール「ミカサボ 

ール（MVA500）」「モルテンボール（V4M5000-L）」（円周 62～64cm 重量 200～220g） 

を使用する。 

 

９．参加料 

  ①ブロックで定められた参加料をブロック抽選会に持参すること。  

  ②県中央大会出場チームは、別途、１チーム５，０００円を県中央大会抽選会に持参す 

ること。 

 

 



１０．申込方法ならびに締切期日 

  ①所定の申込用紙に、申込責任者が必要事項を記入のうえ、各ブロックの申込受付者ま  

で提出すること。 

  締切期日  平成２８年５月２０日（金）必着のこと。 

        （締切期日に遅れた場合、一切受け付けない）  

②各ブロックの申込受付者は、申込書のチェック（登録情報と照合）ならびに申込チー 

ム数を集約のうえ、５月２１日（土）までに、競技委員長・野村哲也へｅメールにて 

報告すること。 

なお、申込書については、下記の実行委員会で競技委員長まで提出すること。 

  ③１０．②項を受けて、実行委員会を開催し、県中央大会出場チーム数を検討し、協議  

した上で決定する。 

※ 実行委員会 

       日時：平成２８年５月２５日（水） １９時より 

       会場：守山市生涯学習・教育支援センター（エルセンター）＜予定＞ 

          （所在地）守山市勝部３丁目９－１ 

 

１１．問い合わせ 

  ①ブロック大会については、各ブロック長へ問い合わせること。  

  ②県中央大会については、競技委員長へ問い合わせること。  

 

１２．県中央大会抽選会 

  ①県中央大会の組合せ抽選会を下記の日程により行うので、県中央大会出場チームは、

代表者１名が出席すること。 

  ②その際、「県中央大会参加申込書」ならびに個人登録管理システムから出力した「チー  

ム加入選手一覧」（年齢基準日を２０１６年４月１日にしたもの）を競技委員長まで  

提出すること。 

    日時：平成２８年６月１４日（火）１９時３０分より 

    会場：東近江市立八日市南小学校体育館  

       （所在地）東近江市沖野３丁目６－１番地 

 

※ 学校は会場をお貸しいただいているだけですので、学校に問い合わせは 

絶対しないこと。 

 

１３．競技服装 

  ①選手の背番号は１番～９９番とする。ただし、１番～１２番までが望ましい。  

  ②男女混合の部に出場する選手の服装は、原則として男女で違うユニフォームを着用し、 

番号が重ならないようにすること。 

なお、県中央大会で違うユニフォームを着用できない場合は、男子選手が大会事務局  

で用意する腕章を付けること。 

  ③監督・コーチ・マネージャー章は、各チームで用意し、必ず所定の位置（左胸部）に  

つけること。服装は統一されたものであること。 

 

１４．表彰 

  ①県中央大会は、男子・女子・男女混合とも各１位～３位までを表彰する。  

  ②ブロック大会については、入賞チームを表彰する。  

 



１５．その他 

  ①選手は大会参加申込みの際、必ず健康診断を受けておくこと。  

  ②大会中に選手が負傷したときは、応急の処置はするが、その後の責は負わない。  

  ③大会の運営については、大会役員の指示に従うこと。  

 

以  上   

 

 

今年の大会のテーマは 

「ありがとうを ボールにのせて」です。 

 

Thank you VBC SINCE1980 

 

 

 

Thank you VBC 育てよう小学生バレーボーラー 

・夢や目標を持ち、ねばり強く努力する子ども 

・バレーボールを通して、スポーツマンシップを身につけた心豊かな子ども 

・感謝の心を大切にし、仲間と協力して活動する子ども 

Thank you VBC 指導者の姿勢 

・バレーボールの楽しさを教え、夢や希望を持たせる指導者 

・子どもたち１人一人を大切にして、人間力のある子どもを育てる指導者 

・常に学び続け、子どもや保護者、地域から信頼される指導者 


